
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月 15日 

No.２ 

文責 教頭 

ことばの力 ～春のなかよし旬間の校長講話より～ 
 運動会が大成功に終わりました。どの学年も精一杯、全力で取り

組む姿が本当に素敵でした。みなさんの中で、こんな言葉をかけて

もらってうれしかったという言葉はありますか。 

 短い言葉ですが、「がんばってね」「おめでとう」「ありがとう」

のような言葉をかけてもらった人もいると思います。 
 
がんばってね・・・応援されている安心感 「よし、やってみよう」

と気持ち 

おめでとう・・・自分を認めてもらえた安心感、次もがんばろうと

思える前向きさ 

ありがとう・・・自分が役に立てた喜び、つながりや信頼が深まっ

た感じ、受け入れてもらっているという安心感 
  
今日は小泉吉宏さんの「一秒の言葉」という詩を紹介します。 

みなさんにとっての一秒の言葉は何でしょうか。たった一秒の言

葉が、使い方次第で「花束」になることもあるし、「ナイフ」のよ

うになってしまうこともあります。 

 言葉には「魔法の力」があります。ほんの一秒でできるあいさつ

や言葉がけで、運動会の時のようにいろいろなお友だちと心をつ

ないでいけるのです。 

 小山小学校の幸せの輪がどんどん広がっていくことを楽しみに

しています。 

 

←出典：小泉吉宏 著『一秒

の言葉』（KADOKAWA / 旧メ

ディアファクトリー） 

 

 

 

 

 

 

 

『一秒の言葉』の詩 



PTA作業ありがとうございました 

 もう１ヶ月近くたってしまいました

が、５月９日（土）にＰＴＡ作業があり

ました。普段手の入らないところをＰＴ

Ａの皆様に本当にていねいに作業して

いただきました。こういう支えがあって

学校もまわっているのですね。感謝です。 

 

 

 

   

越
こ し

 陽汰
は る た

選手をお招きして 

 本校の体育専科である越先生の甥、越陽汰

さんをｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰとしてお呼びしました。佐

久長聖から東海大学へ進み箱根を走り、今は

実業団サンベルクス（今年の実業団元旦マラ

ソン総合５位）で活躍している選手です。越選

手からは、あきらめないとはどういうことか、

そして「やりきる強さ」など、自分の心とどう

向き合っていくかという大切な話をご自身の

経験をもとに話していただきました。 

また、後半は、越選手とリレー対決。30名近い５、６年生の希望者が、校庭を半周ずつリレーして

バトンをつなぎました。その間、越選手は一人で校庭をただひたすら走ります。１５周くらい走った

でしょうか。それでも、ペースが落ちないんです。さすが駅伝選手。最後まで接戦となりました。 

7月の希望懇談会について 
早いもので、１学期も折り返しが過ぎ、あっという間に残り１ヶ月ちょっととなりました。７月に

は、すべてのご家庭と懇談会を行わせていただきます。６月 12 日（金）に tetoru で家庭通知を配信

してあります。今年度は以下の通りの日程及び地区割りとなります。 

７月１７日（金） １５：０５～１６：５０  小山・屋部 

７月２２日（水）  １５：０５～１６：５０  坂田・南原・北原 

７月２４日（金）  １０：００～１６：５０   坂田・南原・北原 

７月２７日（月） １０：００～１６：５０   小山・屋部 

日時等の希望等がある場合にはお子さんを通じて、連絡ノート等で６月 17日（水）までにお知らせ

ください。なお、毎年１６：００以降の枠への希望が多くなり、担任も調整に苦慮しております。で

きるだけ懇談可能な時間帯を広くとっていただけるとありがたいです。希望が集中した場合には、ご

相談をいただく場合もあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 

懇談日時の決定通知は６月 26日（金）に配付します。 

※今後さらに暑い日が続きます。帽子を必ずかぶって登下校できるようご配慮ください。 

※先日、保護者用に来校用の名札を配付しました。先日の理事会では、多くの保護者の方が着用して

くださっていました。ありがとうございます。今後、参観日、理事会、懇談会等を始め、お迎え等

でも来校される際には名札の着用に御協力をお願いいたします。 


